
・直接出向いての対応
(インターネットによる対応）

・様々な情報提供・支援

・治療・予防全般に対応

感染症・感染対策相談窓口の開設

院内・院外問わず受け付け院内・院外問わず受け付け

アウトブレイク事例への支援
心臓血管外科患者でのMRSA感染症のアウトブレイクとの報告

心臓血管外科患者で、1月から術後7日目に発症した縦隔洞炎

が2名みられた。また、喀痰から分離された患者が4名みられた。

すべてICUと一般病棟を経由していた。

当該施設へ感染対策チーム・原因究明疫学チーム
の2チームを派遣し、支援

手指衛生の改善、手術部位感染対策
の改善、ICU職員の増員により収束



地域におけるビジットラウンド
● 大学の教官・スタッフが各施設を訪問

● 各施設の病棟・外来・救急部・ＩＣＵ・手術室
中央材料部・検査室・汚物処理室などを視察

● 約2時間をかけて視察、改善点を討議
（診療行為：標準予防策もチェック）

・意見交換によるより効果的な感染対策の実施

・意識向上・教育的効果や相互理解の深まり

・施設の感染対策担当者への支援

外部・第３者による客観的な視点でチェック

医療監視ではない、ネットワークとしての立場

行政（保健所）と連携した地域
ネットワーク体制構築の実例

新型インフルエンザ対策における実地指導

仙台市: 10箇所以上の病
院に訪問指導

宮城県: 6ヶ所で訪問
指導と研修会



新型インフルエンザ対策への支援
発熱・咳嗽患者のトリアージ、咳エチケット対応
待合場所の確保（ゾーニング、換気の確認）

(外来)

(入院)
病棟、スタッフステーションなどでの基本的な対応

標準予防策・マスク着用、空調・換気チェック
確定患者用個室、ゾーニング対応

できるだけリスクを下げていくという観点からのアドバイス

行政と連動したラウンドの利点・効果

東北厚生局と
共同実施

地域全体でのレベルアップ

行政指導機関と病院との相互理解



行政と連動した研修会の開催

平成17年より
東北厚生局と
共同実施

青森県: 青森県立中央病院

岩手県: 岩手県立中央病院

秋田県: 秋田県立中央病院

宮城県: 仙台市立病院

福島県: 太田西ノ内病院

山形県: 山形県立中央病院

午前中講義・午後ラウンド
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平成22年までに地域36拠点病院

●

④ 人材育成・教育啓発

●地域における人材育成・教育啓発
１．地域において人材を育成

・危機管理全般に関するカリキュラム・
教育プログラムの策定

・教育用ツールの作成
・セミナー開催

２．教育啓発（リスクコミュニケーション）
・キッズセミナー、メディア対応セミナー



人材育成が急務
我が国の感染症専門医：839名（H18.10月）
米国の感染症専門医 ：6,056名

・大学に感染症科・感染制御部を設置し、感染症・
感染制御分野の人材育成・専門家育成をはかる

・ ICD, ICN, ICP, ICMTなど専門家育成

・各医療施設には専任・専従の感染症危機管理の
専門家を確実に配置（リスクマネジメントとして）

（地域で人材を共有することも考慮）

地域における人材育成システムへの支援



TCMID （Training program for Crisis Management in Infectious 

Diseases）
最高レベルの人材育成プログラムを地域

で実践し、フィードバックしていく

・初期導入コースによる研修

‐感染症対策関連諸規則

‐感染症学、熱帯医学（輸入感染症）

‐サーベイランス、疫学解析、統計処理

‐食中毒、院内感染

‐自然災害・人為災害（バイオテロを含む）

‐リスクコミュニケーション

‐施設等研修

‐その他

・事例検討を通じて研修

‐ケーススタディ

‐実地疫学調査

医師

薬剤師

看護師

検査技師

感染症クライシスマネジメント
人材育成プログラム

平成19年度TCMID短期コース（9月）

感染制御指導法（賀来） 臨床微生物学（平潟） 抗菌剤の適正使用（國島）

バイオテロ対策 （加來）
災害医療と感染症対策
輸入感染症
感染疫学 臨床微生物学実習（長沢）

リスクコミュニケーション
模擬記者会見
（高坂・日経新聞）



講演会名 開催日時 場所 共催 担当

SARS講演会 4月28日（月曜日） 江陽グランドホテル 宮城県医師会 賀来、國島

刈田総合病院SARS講習会 5月6日（火曜日） 刈田総合病院 賀来、感管

SARS感染対策研修会 5月16日（金曜日） 仙台国際センター 仙台市医師会 賀来

SARS市民講習会（若林区） 5月26日（月曜日） 仙台市急患センター 仙台市 賀来

SARS市民講習会（宮城野区） 5月26日（月曜日） 宮城野区役所6階ホール 仙台市 賀来

SARS市民講習会（青葉区） 5月27日（火曜日） 青葉区役所9階ホール 仙台市 金光

SARSの臨床
5月27日（火曜日）

国立仙台病院 東北ブロック感染症危機管理会議

「SARS対応緊急会議」
國島

SARS市民講習会（泉区） 5月27日（火曜日） 泉区役所5階大会議室 仙台市 國島

SARS市民講習会（太白区） 5月29日（木曜日） 太白区役所5階ホール 仙台市 賀来

SARS行動計画について 5月31日（土曜日） 仙台市 生協定期総会 國島

重症急性呼吸器感染症（SARS)

についての最新情報

－感染予防のために－

6月4日（水曜日） 仙台市役所8階ホール 仙台市 國島、嵯峨

SARS感染対策の最新情報 6月5日（木曜日） 気仙沼市中央公民館ホール 気仙沼市保健所 賀来、國島

緊急SARS対策講習会 6月7日（土曜日） ホテル仙台プラザ3階 宮城感染コントロール研究会 賀来

秋田県SARS院内感染防止研修会 6月18日（水曜日） 秋田ビューホテル 秋田県健康対策課疾病対策班 賀来

SARS情報交換会 6月19日（木曜日） 仙台市役所 仙台市衛生研究所 賀来

第33回宮婦連

健康と医療を考える中央集会
6月19日（木曜日） 宮城県婦人会館5階講堂

（主催）宮婦連健康を守る母の会

（後援）宮城県医師会

　　　　 結核予防会宮城県支部

　　　 宮城県対がん協会

賀来

宮城感染コントロール研究会

第6回講習会
7月5日（土曜日） AERビル6階多目的ホール 宮城感染コントロール研究会 國島

古川市医師会講演会（SARS関

連）
9月19日（金曜日） 古川市 宮城県医師会・古川市医師会

賀来、金光

國島

SARSについて
9月20日（土曜日） 仙台市

南東北化学療法研究会, 仙台
國島

SARS対策講演会（山形県） 9月30日（火曜日） 山形県立保健医療大学　 山形県医師会病院事務局
賀来、金光

國島

SARSについて
10月9日（木曜日）

厚生労働省東北厚生局 東北ブロック感染症危機管理会議
國島

SARSについて 11月14日（金曜

日）

東北NTT病院 東北NTT病院
國島

SARSについて 11月15日（土曜

日）
太白区役所5階ホール 宮城県結核協議会 國島

東北大学医学部附属病院・検査部感染管理室

医師・看護師対象 市民対象

市民への啓発活動・セミナー開催

河北新報.河北アルファ (平成19年1月号)

メディアや公開講座を通した活動

「親子で学ぼう！ 感染予防キッズセミナー」

仙台市科学館

2012年 10月27日（土） 10:00-12:00 14:00-16:00



グラム染色の実施

染色された菌の観察



グリッターパグの利用した手洗い講習

修了証書の授与



キッズかんせんセミナーの開催

・年一回

・20～40人が参加

・手洗い講習

・グラム染色

・手洗いダンス

・小学生（中高学年）

手洗いの重要性を理解してもらう

微生物を身近に感じてもらい

一般の方々やメディアにも理解してもらう

感染のリスクや感染予防の大切さを



キッズかんせんセミナーの感想
ドミニコ学院 小学校４の１ 前○ 卓○
「ぼくは、キッズかんせんセミナーを勉強してとて
も楽しかったです。最初にいろいろなきんを見て
不思議だと思いました。けんび鏡で口にいるきん
を見たのもおもしろかったです。手に不思議な薬
をつけて手を洗ってみました。手を洗った後には
きんが白く見える不思議な光で、手のきんを見ま
した。何回も手を洗わないとなかなかとれなかっ
たです。特に、つめの部分は何回洗ってもなかな
かとれなかったです。ぼくは、手洗いはとても大切
だと思いました。」

小学校への出前授業

Medical ＆ Media ワークショップの開催

メディア各社との情報の共有化を通じ、
感染症対策の難しさ、問題点を理解



ネットワーク活動による耐性菌制御の効果
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MDRP: Multi-Drug Resistant Pseudomonas aeruginosa

ネットワークによるサーベイランスや各種講習会の開催
MDRP検出患者数

医療施設 Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

27

19
23

10

感染症診療地域連携
寄附講座の開設

感染症診療
地域連携寄附講座

大学病院
検査部

大学病院
感染管理室

感染制御・
検査診断学

臨床微生物
解析治療学

行 政県内拠点病院
地域医療機関
社会福祉施設

市 民

宮城県

宮城県からの寄附講座として
2010年4月1日開設

東北大学



感染症対策研修会の開催

平成２３年11月25日（金）, 宮城県庁講堂

主催: 宮城県、寄付講座

共催: 宮城県医師会、仙台市医師会、仙台市

県南(11/10)、県北(12/6)でも別途開催

保健所職員レベルアップセミナー等の開催

平成23年2月4日: 院内感染対策に関する
保健所長レベルアップセミナー

平成23年2月8日: 特殊感染症対応シミュレーション: 仙台空港

平成23年11月10日: 積極的疫学調査に関するセミナー

平成２３年3月：保健所用「院内感染なんでも質問箱」を設置



保健所職員セミナー・質問箱の対応

医療施設の感染症・感染対策についてのエビデンスを共有

院内感染いつでも質問箱

保健所が医療機関への立入検査や感染対策
上医療機関への指導を行うにあたっての疑
問・質問について，東北大学大学院医学系研
究科感染症診療地域連携寄附講座から技術
的助言を得ることを目的に，メーリングリスト
を利用し，「質問箱」として整備・運用するもの。

院内感染いつでも質問箱

保健所が医療機関への立入検査や感染対策
上医療機関への指導を行うにあたっての疑
問・質問について，東北大学大学院医学系研
究科感染症診療地域連携寄附講座から技術
的助言を得ることを目的に，メーリングリスト
を利用し，「質問箱」として整備・運用するもの。

2011年3月11日:東日本大震災



震災時における感染症対策
支援ネットワーク

東日本大震災における東北大学
チームのMission 

東北大学大学院医学系研究科 感染制御・検査診断学
感染症診療地域連携講座
臨床微生物解析治療学

東北大学病院 検査部
感染管理室

統括 ： 賀来満夫、平潟洋一、國島広之、徳田浩一、北川美穂

大学病院診療支援チーム ： 矢野寿一、山田充啓、青柳哲史、石橋令臣、 猪股真也

地域診療支援チーム ： 具 芳明、八田益充、遠藤史郎、 金森 肇、新井和明

検査支援チーム ： 長沢光章、阿部裕子、勝見真琴、藤巻慎一

“ 病院における感染症診療支援 ”

＆ “ 地域における感染症対策支援 ”

“総合的な感染症マネジメント”



Infection control campaign at evacuation centers in 
Miyagi Prefecture after the Great East Japan Earthquake

Kanamori H, Kaku M,  et al
Infection Control and Hospital Epidemiology 32: 824-826,2011

避難所でのポスターによる情報提供

ポスターによる感染症のリスク意識啓発

感染予防のポスター
● 感染予防の徹底をはかる目的で、

“感染予防の８カ条”を作成

● ホームページ：東北関東大震災
“感染症ホットライン”に掲載

● 宮城県･仙台市･東北厚生局･
宮城県医師会･仙台市医師会
へ配布し、広報に努める
(2,000枚を避難所に貼付）

● メディア(NHK・民放・新聞等)を
つうじ、全国的な情報提供に
努める

* ポスター化



院内・地域への情報提供

院内および地域医療施設・医師会等に提供し、注意を呼びかける院内および地域医療施設・医師会等に提供し、注意を呼びかける

レジオネラ 肺炎球菌 肺炎のまとめ

破傷風予防のポイント
○けが防止のため、素肌を露出しない服装
（長袖、長ズボン）で行いましょう。

○丈夫な手袋、長靴、安全靴などを身につけて、
水や土、汚染された廃材などを素手でさわった
り、釘などを踏み抜いたりしないよう体を保護
しましょう。

○ガラスなどでケガや棘が刺さったりした場合は、
一旦作業を中止し、傷ついた場所を清潔な水
でよく洗浄し、傷が汚れた環境に直接さらされ
ないように，バンソウコなどで保護しましょう。

○傷が深い場合や棘などが残ってしまった、傷口
が化膿した、破傷風を疑う症状がみられた場
合は，すぐに医療機関を受診しましょう。

○作業が終了したら、石けんと流水でよく手を洗い
ましょう。手洗い用の水が確保できない場合は、
ウェットティッシュなどで汚れを落としてから、
速乾性刷り込み式アルコール性消毒薬を使用
してください。
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震災後、地域における感染症対策を支援するにあたり、
さまざまなタイプの避難所があり、その状況を確認し、
感染リスクに関する評価を行う必要があった

衛生・感染症対策のための避難所巡回

 避難所リスクアセスメントと改善支援

 Ｇood practice model を地域で共有

 避難所リスクアセスメントと改善支援

 Ｇood practice model を地域で共有

① 居住区域 ⑤ 手指衛生の状況

② 体調管理 ⑥ 消毒薬の使用法

③ 食品管理 ⑦ トイレなどの環境整備

④ 自治管理 など

他、仙南地区など
計30か所以上を訪問 県の保健師とともに巡回

宮城県保健福祉部 疾病・感染症対策室感染症対策班 と共同活動



避難所でのリスクアセスメントの実際
● チェックリストを作成し。各避難所のリスクアセス

メント（感染リスクの評価解析）を実施

A DB C

感染対策マニュアルの作成 （３月２７日）

主なポイント

感染症予防の掲示（ポス
ターなど）

手指衛生

個人・家族間の空間的距離

トイレの衛生とオムツの廃棄

食品衛生

健康状態の把握

Good Practice Model



さまざまなマニュアルの作成と配布

現場の医療従事者向けの資料作成

感染対策全般 診療上の対応 予防投与の目安

宮城県北部地域大型避難所における
インフルエンザの集団感染事例

◎ 宮城県北部地域の大型避難所（約1,000名）において
3月21日～インフルエンザ患者が複数発生したと連絡があり

◎この施設の主な問題点

･大人数が狭い空間で生活

・マスクしている人としていない人とバラバラ （管理が不十分）
・高齢者が多い



A室 3月21日

６歳女児

×

１４歳男児

×

B室

C室

D室

3月22日

６３歳男性

×

×

×

２１歳女性

×

６２歳女性

×

５３歳女性

×

A室

B室

C室

D室



3月24日

×
×

×

×

×

×
１６歳男性

× ３４歳女性

×

×
７１歳女性

×

５８歳男性

×

８２歳男性

×

９２歳男性

×

A室

B室

C室

D室

アルコール手指消毒剤の積極的使用

・アルコール手指消毒薬を椅子に載せて目立つように設置
（使い方などのポスター付き）

･椅子などに載せて、いろいろな場所に設置



さまざまな対応による集団発生の終息

・マスク着用、アルコール手指消毒の啓発強化
・発症者の周囲の調査／発熱外来の設置

濃厚接触者への抗インフルエンザ薬
の予防投与

・症状がある人の（および必要であればその家族）の個室収容

・キッズルームでの指導

※日付は診断日

Clin Infect Dis 2011 October

社会における情報リテラシー：リスク
コミュニケーションの重要性

今後、情報リテラシー・リスクコミュニケーション
の重要性がさらに増すものと考えられる

感染症に関する正しい情報について、医療従事者・公衆衛生担
当者が情報を共有し、メディア・市民にどのように伝えていくかも
重要な課題 → 風評被害をできるかぎりおさえていく



継続的な感染対策支援プログラム

1. 熱中症予防について: 宮城県保健師

2. 感染症予防について: 宮城ICNネットワーク

3. 消毒薬・手洗いについて: 製薬メーカー

4. 震災後の感染症の現状: 東北大学

継続的な感染予防に関する啓発支援が必要

7月19日(火): 南三陸志津川・ホテル観洋

感染症相談コーナースキンケアコーナー 手洗い指導ICNのレクチャー

レクチャーと実地指導

被災地感染症対策セミナー

・被災された方々に対する見守り支援を行う支援員を対象としたセミナー
・支援員が基本的な知識を身につけることに加え，支援員を通じた住民

への普及啓発にも活かすことができるようする。

１）開催日時 平成２３年１２月１３日（火）１３：３０～１５：３０
２）開催場所 南三陸町入谷公民館（南三陸町入谷字水口沢１２－３）
３）対象者 南三陸町被災者生活支援センター支援員
４）主催 宮城県、東北大学大学院 感染制御・検査診断学分野、感染症診療地域連携講座

レクチャーとおう吐物処理のデモンストレーション:宮城県保健師
インフルエンザ: 東北大学
高齢者の肺炎予防: 東北大学
手指衛生の実技指導: 東北大学
質問コーナー



感染予防ハンドブックの作成と配布

宮城県・仙台市向けに配付 (まず18,500部)

地域連携加算の新設
感染防止対策に関わる項目の新設

感染防止対策加算1: 400点/入院
・ 専従者を含む感染管理部門を有すること。
・ 年4回以上、感染防止対策加算2を算定する医療機関と合同の感染防止

対策に関する取組を話し合うカンファレンスを開催していること。
・ 感染防止対策加算2を算定する医療機関から感染防止対策に関する

相談を適宜受け付けること。

感染防止対策加算2: 100点/入院
・ 専任者を含む感染管理部門を有すること。
・ 一般病床の病床数が300床未満の医療機関であること。
・ 年に4回以上、感染防止対策加算1を算定する医療機関が開催する感染

防止対策に関するカンファレンスに参加していること。

感染防止対策地域連携加算: 100点/入院
・ 感染防止対策加算1を算定している医療機関同士が連携し、年1回以上、

互いの医療機関に赴いて、相互に感染防止対策に係る評価を行ってい
ること。

診療報酬改訂: 2012年4月

中医協：地域連携加算の新設

国として 地域ネットワークを重視

東北感染制御ネットワークがモデル



宮城県院内感染対策地域連携会議

【当日配布資料】
・感染対策防止加算の申請状況

・地域連携施設の概要調査票
・院内感染対策に関わる相談体制の運用について
・擦式アルコール消毒薬の使用状況調査票
・感染対策マニュアル・隔離予防策マーク
・感染防止対策地域連携加算チェック項目表

【当日配布資料】
・感染対策防止加算の申請状況

・地域連携施設の概要調査票
・院内感染対策に関わる相談体制の運用について
・擦式アルコール消毒薬の使用状況調査票
・感染対策マニュアル・隔離予防策マーク
・感染防止対策地域連携加算チェック項目表

日 時：平成２４年７月２７日（金）
午後５時３０から午後７時３０分まで

場 所：宮城県庁行政庁舎２階 講堂

【発表】
● 院内感染対策に係る地域連携

について
● 事例紹介:

東北大学病院、石巻赤十字病院
● 質疑応答

【発表】
● 院内感染対策に係る地域連携

について
● 事例紹介:

東北大学病院、石巻赤十字病院
● 質疑応答

112医療機関(69病院)から203名
保健行政機関から44名、

合計247名が参加して開催。

感染対策相互チェック評価表の紹介

既存のチェックリストに加えて、感染対策のポイントを追加評価

今後、地域においてチェック項目の整理やブラッシュアップが必要

施設のリスク管理のなかで、
すべて「A」である必要はない



相互チェックの紹介
地域におけるGood Practice Modelの共有も大きな目的の一つ

地域における感染対策マニュアル
医療施設にとって、感染対策マニュアルの作成は重要な業務

の一つであるものの、実際には多大な労力を要します。
この感染対策マニュアルは、東北大学および仙台厚生病院の

感染対策担当者の協力のもと、必ずしもICTを有しない施設を念
頭に、感染対策マニュアルのたたき台として作成をしました。
PPTファイルですので、適宜、施設の現状および施設毎の感染
対策の考え方に合わせて改変してご利用いただければと思いま
す。

今後も地域の感染制御ネットワークの連携強化のため、ご協
力のほど宜しくお願い申し上げます。

東北大学大学院内科病態学講座 感染制御・検査診断学分野
東北大学大学院 感染症診療地域連携講座

J感染制御ネットワーク

2012年6月



マニュアルの内容

アルコール消費チェック表 施設で使用する共通ラベル

宮城県における加算1・加算2の連携ツール



加算1施
設A

加算2施
設A

加算1施
設C

加算1施
設D

加算1施
設B

加算1施
設E

加算1施
設F

加算2施
設B

加算2施
設D 加算2施

設C
加算2施
設G

加算2施
設E

個別の
ネットワーク

加算1と加算2
のネットワーク

病院A

診療所D

社会福
祉施設

B

加算1のネットワーク

加算2のネットワーク

相互チェック

>4回のカンファ
相談対応

病院C

病院B

診療所C

診療所E

診療所A

社会福
祉施設

A

診療所B

地域連携加算にとどまらない地域全体の
ボトムアップ・ネットワーク構築が

今後の大きな課題

診療所における感染対策マニュアル
2013年2月発刊

東北大学大学院
感染症診療地域連携講座
東北大学大学院内科病態学講座
感染制御・検査診断学分野

作成: 

宮城県保健福祉部、仙台市
健康福祉局、東北厚生局、
宮城県医師会、仙台市医師会

推薦: 

講座サイトからダウンロード。
宮城県を通じて約1,600の
全診療所に配付予定。

配付: 



① 手指衛生と標準予防策

② 呼吸器衛生/咳エチケット
呼吸器感染対策

③ 薬液の無菌調製・管理

④ 消毒と滅菌

⑤ 清掃・環境整備

⑥ 職員の健康管理

⑦ 結核の感染対策

診療所における感染対策マニュアル

2013年2月発刊

東北感染症危機管理ネットワーク

Healthcare-associated infections: think globally, act locally

Regional infection control network in Japan
J. P. Marcel, M. Alfa, F. Baquero, , et al CM I, 14, 895–907,2008



“世界の医療関連施設や研究所を結ぶ
Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ＆ Control
Network (GIPC Network) の構築”

ＷＨＯによるグローバルＩＰＣ
ネットワークの提案（2011年）

WHOもネットワーク活動の重要性を認識

社会全体の感染症危機管理

情報の共有化、連携・協力、支援、人材育成に
関するネットワーク構築が必要

感染症はすべての壁を越える

個人や施設・分野を超えた、社会全体の危機

病院のみならず, クリニックや診療所, さらには長期療養

施設を含めた医療関連施設全体,そして在宅・学校など

地域社会全体の感染症危機管理の構築が必要不可欠

感染症危機管理地域ネットワーク
の構築こそが一番のワクチン



東日本大震災における東北大学
チームのMission 

東北大学大学院医学系研究科 感染制御・検査診断学
感染症診療地域連携講座
臨床微生物解析治療学

東北大学病院 検査部
感染管理室

統括 ： 賀来満夫、平潟洋一、國島広之、徳田浩一、北川美穂

大学病院診療支援チーム ： 矢野寿一、山田充啓、青柳哲史、石橋令臣、 猪股真也

地域診療支援チーム ： 八田益充、遠藤史郎、具 芳明、 金森 肇、新井和明

検査支援チーム ： 長沢光章、阿部裕子、勝見真琴、藤巻慎一

“ 病院における感染症診療支援 ”

＆ “ 地域における感染症対策支援 ”

“総合的な感染症マネジメント”
Human Network

感染症の問題は人類全体の課題である

全地球的な課題

Think Globally, Act Locally
グローバル＆ローカルな
感染症危機管理ネットワーク

構築が必要不可欠


